豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２８年２月号

寒い日が続きますが、日暮れが遅くなったような感じ。春よ、来い。　今月も連携室便りをお届けいたします。　
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　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２８年３月８日（火）　午後６時から
場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール
症例提示：心電図が教えてくれた高カリウム血症の2例　（内科柄澤良）
ミニレクチャー：C型肝炎の新しい治療（内科小林真）
今まで医師対象で臨床検討会を行ってきましたが、次回よりは、広く参加を募ります。症例提示とミニレクチャーの形式としますので、ぜひ多くの方に参加していただきたいと願っています。開始時間も午後6時に早めました。ぜひ参加をご検討ください
リニューアルした臨床検討会の第1弾は、「C型肝炎の新しい治療」について、小林真先生が話をされます。C型肝炎治療の問題は、新しい治療があることを知らない医療関係者が多いことらしいです。私もちゃんと聞かなくては！今後症例検討を1例用意することにしました。今回は、高カリウム血症の心電図と治療についての症例を用意する予定です。「あの症例はどうゆう病態なのか知りたい」、なんて言う希望症例がありましたら是非教えてください。リクエストに答えていきます。
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●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)　　

今月は、小山先生がネタを提供しました。ありがとう。
患者さんは40歳代女性。1か月前に虫垂炎で保存的治療。今回、右下腹部痛を再発し当院を紹介受診。CTで腫瘤（膿瘍）形成性虫垂炎の診断。2回目の発症で病状も複雑化しているため手術を勧めましたが、強く保存的治療を希望されました。腹痛・炎症反応は10日ほどで軽快しましたが、触診でのわずかな硬結が気になり再度精査すると盲腸癌を原因とした虫垂炎だったことが判明しました。結果的には術前の正確な診断のもとに大腸がん治療計画を立てる事ができました。珍しい症例ではありませんが、虫垂炎の原因として悪性腫瘍を疑うこと・症状軽快後も丁寧に触診する事など、基本の大切さを考えさせてくれる症例でした（俊太郎）。
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治療前
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治療後
●編集：おいしい鍋の素がありますね。副院長柄澤良
豊栄病院　地域医療連携室　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

